
北
か
ら
の

発
信 

シ
ー
ニッ
ク
バ
イ
ウェイ
北
海
道
の
挑
戦
⑤ 

集
中
活
動
月
間
と
は
、
連
携
活
動
を
同
じ
時
期
に
実

施
し
、
取
組
み
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
効
果
や
実

際
の
連
携
方
法
の
枠
組
み
づ
く
り
を
ね
ら
い
と
し
て
展

開
し
て
い
る
も
の
で
す
。

「
美
し
い
湖
と
秀
峰
、
火
山
に
出
逢
え
る
ル
ー
ト
」

支
笏
洞
爺
ニ
セ
コ
ル
ー
ト

支
笏
洞
爺
ニ
セ
コ
ル
ー
ト
で
は
、
景
観
形
成
・
地
域

づ
く
り
活
動
と
し
て
沿
道
の
清
掃
・
花
植
え
や
屋
外
広

告
物
の
色
の
塗
り
替
え
、
観
光
振
興
活
動
と
し
て
路
上

カ
フ
ェ
（
シ
ー
ニ
ッ
ク
カ
フ
ェ
）
や
各
種
バ
ス
ツ
ア
ー

な
ど
の
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

ウ
ェ
ル
カ
ム
北
海
道
エ
リ
ア
で
は
、
行
政
と
恵
庭
市

の
活
動
団
体
が
連
携
し
「
イ
ン
タ
ー
植
え
る
カ
ム
・
花

（
フ
ラ
ワ
ー
）
ロ
ー
ド
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
（
恵
庭
）
か
ら
市
街
地
に
向
け
た
道
道
恵

庭
岳
公
園
線
の
約
９
０
０
m
の
中
央
分
離
帯
に
花
植
え

を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
今
後
は
、
自

分
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
花
を
植
え
、
街
中
に
花
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

洞
爺
湖
エ
リ
ア
で
は
、
壮
瞥
町
の
活
動
団
体
が
中
心

と
な
り
、
町
内
外
の
団
体
、
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
り
、

国
道
４
５
３
号
や
道
道
洞
爺
湖
登
別
線
な
ど
の
沿
線
、

駐
車
場
公
園
を
中
心
に
清
掃
活
動
（
国
道
４
５
３
号
・

ヨ
ゴ
サ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加

者
数
約
１
５
０
名
、
清
掃
範
囲
は
約
20
㎞
に
も
及
び
、

収
集
し
た
ご
み
の
量
は
４
ｔ
に
も
達
し
ま
し
た
。
シ
ー

ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
理
念
な
ど
、
今
ま
で
活
動
団
体

し
か
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
地
域
住
民
に
直

接
語
り
か
け
る
こ
と
で
理
解
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
名
称
で
ウ
ェ
ル
カ
ム
北
海
道
エ
リ
ア
（
支

笏
湖
周
辺
）
で
も
実
施
さ
れ
、
ル
ー
ト
内
で
の
連
携
の

輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ニ
セ
コ
羊
蹄
エ
リ
ア
で
は
、
ニ
セ
コ
町
の
活
動
団
体

が
レ
ト
ロ
バ
ス
（
薪
バ
ス
）
で
５
つ
の
町
村
の
国
道
・

道
道
・
町
村
道
を
通
っ
て
、
ニ
セ
コ
羊
蹄
エ
リ
ア
の
お

す
す
め
ポ
イ
ン
ト
を
回
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。
バ
ス
ツ
ア
ー
は
昨
年
度
と
同
様
に
、
告
知
と
同
時

に
予
約
い
っ
ぱ
い
に
な
る
人
気
の
高
い
ツ
ア
ー
と
な
り
、

今
後
の
広
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
予
感
さ
せ
ま
し
た
。

今
年
度
は
比
較
的
町
内
や
近
隣
市
町
村
か
ら
の
応
募
が

多
く
、
参
加
者
か
ら
は
「
地
域
の
魅
力
的
な
景
観
を
再

発
見
で
き
た
」、「
ぜ
ひ
ま
た
行
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
大
変
価
値
の
あ
る
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

「
四
季
を
彩
る
花
人
街
道
」
大
雪
・
富
良
野
ル
ー
ト

大
雪
・
富
良
野
ル
ー
ト
で
は
、
景
観
形
成
・
地
域
づ

く
り
活
動
と
し
て
沿
道
の
清
掃
・
花
植
え
や
景
観
ポ
イ

ン
ト
に
お
け
る
視
点
場
（
視
点
で
あ
る
人
間
が
位
置
す

る
場
所
）
と
し
て
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
（
以
下
シ
ー
ニ
ッ

ク
デ
ッ
キ
）
設
置
な
ど
の
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
他
の
連
携
活
動
と
し
て
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ

ウ
ェ
イ
北
海
道
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
た
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
切
手
シ
ー
ト
の
企

画
・
販
売
を
行
い
ま

し
た
。
切
手
シ
ー
ト

に
使
用
さ
れ
た
写
真

は
、
第
１
回
シ
ー
ニ

ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北

海
道
「
み
ち
・
沿
道

景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
選
作
品
か
ら
セ
レ
ク

ト
し
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
ま
し
た
。
購
入
し
た
観
光
客
の
方

に
は
「
大
雪
・
富
良
野
の
四
季
折
々
の
表
情
が
楽
し
め

る
」
な
ど
好
評
を
博
し
、
初
版
１
０
０
０
部
が
売
り
切

れ
、
増
刷
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ
・
風
を
感
じ
て
走
る

道
」
オ
ホ
ー
ツ
ク
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ

東
オ
ホ
ー
ツ
ク
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
で
は
、
景

観
形
成
活
動
と
し
て
沿
道
の
清
掃
・
花
植
え
や
シ
ー
ニ

ッ
ク
デ
ッ
キ
の
設
置
、
地
域
づ
く
り
活
動
と
し
て
各
種

シーニックバイウェイ北海道
における活動展開(2)
シーニックバイウェイ北海道
における活動展開(2)

今
回
は
、
前
号
で
も
冒
頭
に
触
れ
て
い
ま
す
が
、
年

３
回
を
予
定
し
て
い
る
集
中
活
動
月
間
の
第
１
回
目
、

６
月
集
中
活
動
月
間
（
テ
ー
マ：

地
域
文
化
の
発
掘
・

創
出
）
に
お
け
る
各
ル
ー
ト
の
代
表
的
な
活
動
事
例
と

今
後
の
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
く
上
で
の
課
題
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

女満別町メルヘンの丘（撮影：山本勝栄）
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シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
ル
ー
ト

紹
介
マ
ッ
プ

の
作
成
、
観

光
振
興
活
動

と
し
て
各
種

イ
ベ
ン
ト
や

バ
ス
ツ
ア
ー

な
ど
の
活
動

を
実
施
し
ま

し
た
。
特
徴

的
な
活
動
と
し
て
は
、
ル
ー
ト
全
体
で
連
携
し
、
６
月

集
中
活
動
月
間
用
の
ル
ー
ト
紹
介
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま

し
た
。
シ
ー
ニ
ッ
ク
デ
ッ
キ
、
情
報
拠
点
、
シ
ー
ニ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
、
景
観
の
良
い
お
店
、
地
元
の
人
し
か
知

ら
な
い
温
泉
、
イ
ベ
ン
ト
、
活
動
団
体
の
情
報
な
ど
を

掲
載
し
、
情
報
拠
点
や
道
の
駅
、
レ
ン
タ
カ
ー
の
受
付

カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
配
布

箇
所
で
も
好
評
で
、
す
ぐ
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
斜
里
町
の
活
動

団
体
が
知
床
で
ア
イ
ヌ
民
族
が
独
自
に
取
り
組
む
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
紹
介
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、
ま

た
、
こ
れ
に
関
連
し
た
モ
デ
ル
ツ
ア
ー
も
実
施
し
ま
し

た
。
伝
統
的
楽
器
の
ム
ッ
ク
リ
の
演
奏
や
、
自
然
の

神
々
に
祈
り
を
さ
さ
げ
る
儀
式
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら

は
「
ア
イ
ヌ
民
族
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
文
化
が
分
か
る
貴

重
な
体
験
だ
っ
た
」、「
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

２
つ
の
候
補
ル
ー
ト
で
の
活
動

こ
の
ほ
か
、
候
補
ル
ー
ト
の
「
函
館
・
大
沼
・
噴
火

湾
ル
ー
ト
」
で
は
、
複
数
の
活
動
団
体
が
連
携
し
、
美

し
い
景
観
の
再
発
見
や
、
自
然
・
歴
史
・
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
が
体
験
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
＆
ラ
リ
ー
を
実
施
。

「
釧
路
湿
原
・
阿
寒
・
摩
周
ル
ー
ト
」
で
は
、
行
政
と

活
動
団
体
が
連
携
し
、
沿
道
の
清
掃
活
動
や
地
域
の
公

園
で
の
植
樹
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
の
地
域
活
動
の
課
題

６
月
の
集
中
活
動
月
間
の
活
動
か
ら
、
い
く
つ
か
の

共
通
し
た
課
題
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
景
観

形
成
活
動
（
沿
道
の
清
掃
・
花
植
え
）
を
行
う
際
の

「
活
動
費
（
ゴ
ミ
の
処
理
費
や
花
の
苗
代
）
を
捻
出

ね
ん
し
ゅ
つ

す

る
た
め
の
助
成
金
情
報
が
少
な
い
」
な
ど
の
情
報
不

足
、
地
域
づ
く
り
活
動
（
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
を
行

う
際
の
「
講
師
へ
の
謝
礼
の
支
払
い
が
困
難
」
な
ど
の

財
源
不
足
、
観
光
振
興
活
動
（
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
バ
ス

ツ
ア
ー
）
を
行
う
際
の
「
専
門
家
が
い
な
い
（
わ
か
ら

な
い
）」
な
ど
の
人
材
不
足
と
い
う
課
題
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

こ
う
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
４
月
、

（
社
）
北
海
道
開
発
技
術
セ
ン
タ
ー
が
参
画
団
体
（
約

30
団
体
）
を
対
象
に
、「
地
域
活
動
を
行
う
上
で
困
難

だ
と
感
じ
た
こ
と
」
に
つ
い
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
も
、「
財
源
不
足
」
の
割
合
が
74
％
と
圧
倒
的
に

高
く
、
次
に
「
人
材
不
足
」
の
52
％
と
続
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
地
域
と
の
関
係
」
を
含
め
た
各
種
機
関
等
と

の
関
係
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
意
見
を
す
べ
て
合
わ
せ

る
と
65
％
、「
知
識
経
験
不
足
」
や
「
情
報
不
足
」
も

そ
れ
ぞ
れ
19
％
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
か
ら
２
年
間
モデルル
ー
ト
と
し
て
取
り
組
ん

だ
際
に
も
、地
域
活
動
団
体
か
ら
は
、「
団
体
間
、団
体
と

行
政
間
の
連
携
促
進
や
合
意
形
成
過
程
に
お
け
る
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
的
人
材
の
派
遣
や
育
成
と
いっ
た
支
援
が
必

要
」と
い
う
意
見
や
、「
連
携
推
進
の
た
め
に
必
要
な
活
動

資
金
の
助
成
な
ど
も
活
動
を
持
続
し
てい
く
上
で
重
要
」と

い
う
意
見
が

多
く
、
今
後

地
域
活
動
団

体
への
総
合
的

な
支
援
を
行

う
組
織
の
構

築
が
大
き
な

課
題
で
し
た
。

有
限
責
任
中
間
法
人
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
立

こ
れ
ら
の
経
緯
を
受
け
て
、
平
成
17
年
７
月
１
日
、

日
本
に
お
け
る
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
持
続
的
な

推
進
・
普
及
・
発
展
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

有
限
責
任
中
間
法
人
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
支
援
セ

ン
タ
ー
（
略
称：

リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
）
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は
、「
情
報
共
有
・
発

信
・
連
絡
」、「
各
種
調
査
・
研
究
」、「
広
報
・
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
」、「
人
材
育
成
・
教
育
・
資
格
認
定
」、「
各

種
団
体
の
連
携
を
促
進
す
る
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
」
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
シ
ー
ニ
ッ

ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
理
念
の
浸
透
や
活
動
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
ま
た
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
の
活
動
を

通
し
て
、
美
し
い
景
観
づ
く
り
、
魅
力
あ
る
観
光
空
間

づ
く
り
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
た
め
の

組
織
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
上
で
最
も
重
要

な
要
素
は
や
は
り
財
源
面
で
あ
り
、
こ
れ
が
解
消
さ
れ

た
場
合
、
他
の
課
題
（
人
材
不
足
、
情
報
不
足
、
組
織

的
調
整
役
不
足
）
も
同
時
に
解
消
さ
れ
る
こ
と
が
少
な

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
際
に
活
動
を
行
っ
て

い
る
地
域
活
動
団
体
の
方
か
ら
の
意
見
の
多
く
は
、「
共

に
考
え
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
人
」
も

し
く
は
「
た
く
さ
ん
の
情
報
を
持
っ
て
い
る
人
（
持
っ

て
き
て
く
れ
る
人
）」
を
望
む
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
シ

ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道
に
よ
る
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
は
、
こ
れ
ま
で
も
ま
た
こ
れ
か
ら
も
数
々
の
ド

ラ
マ
を
創
り
出
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

（
社
）
北
海
道
開
発
技
術
セ
ン
タ
ー

企
画
部
地
域
政
策
研
究
室
　
佐
藤
　
寛
人

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.scenicbyw

ay.jp/
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地域活動の課題

東オホーツクシーニックバイウェイマップ


